
図1．千歳川におけるサケ野生魚と放流魚の（a）河川
回帰率、（b）降下稚魚のスクリュートラップ平均通過
日、（c）スクリュートラップで採集された降下稚魚の
平均体重。エラーバーは標準偏差を示す。2007年級は

放流魚が全数標識でないため分析から除外。森田他
（2019）水産技術 11: 9-14から引用｡

表1．千歳川におけるサケ放流魚と野生魚の降下稚魚数
および河川捕獲された回帰親魚数。

値はいずれも推定値｡ 2007年級は放流魚が全数標識でないため
分析から除外。森田他（2019）水産技術 11: 9-14から引用｡

図3．千歳川におけるサケ野生魚と放流魚の降下稚魚

のスクリュートラップ平均通過日と河川回帰率の関係。
スクリュートラップによる調査期間が短かった2006年
級（2007年春放流）のデータは本分析から除外。森田
他（2019）水産技術 11: 9-14から引用｡

図2．千歳川におけるサケ野生魚と放流魚の平
均体重と河川回帰率の関係｡森田他（2019）水
産技術 11: 9-14から引用｡


